
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

は
さ
む
昭
和
36
年
か
ら
41

年
ま
で
、
私
は
東
京
・
武

蔵
野
の
自
然
に
恵
ま
れ
た

住
宅
地
に
佇
む
学
生
寮

「
信
陽
舎
」
に
寄
宿
し
て
、

学
生
生
活
を
送
っ
た
。

現
在
の
寮
は
、そ
の
後
、

武
蔵
野
市
運
営
の
高
齢
者

福
祉
施
設
と
屋
根
を
一
つ

に
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
寮
と

し
て
新
築
さ
れ
、
高
齢
者

と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら

生
活
を
と
も
に
し
て
い

る
。信

陽
舎
の
歴
史
は
、
そ

の
端
を
日
露
戦
争
終
結
の

翌
年
・
明
治
39
年
に
発
す

る
か
ら
、
１
世
紀
余
の
長

き
に
亘
る
。
関
東
大
震
災

や
戦
火
の
被
害
を
受
け
、

何
度
か
移
転
や
改
築
を
余

儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
も
、

郷
土
の
先
人
達
の
熱
意
と

苦
労
に
支
え
ら
れ
、明
治
、

大
正
、
昭
和
、
平
成
の
風

雪
と
激
動
の
歴
史
を
耐
え

抜
い
て
き
た
。
多
感
な
青

春
時
代
を
こ
の
舎
寮
で
お

世
話
に
な
っ
た
者
と
し

て
、
少
し
く
歴
史
を
振
り

返
り
、
追
憶
の
よ
す
が
と

し
た
い
。
信
陽
舎
創
立
100

年
時
に
発
行
さ
れ
た
記
念

誌
『
信
陽
舎
100
年
の
あ
ゆ

み
』
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

◎
大
塚
台
時
代

明
治
39
年
〜
昭
和
２
年

当
地
出
身
の
故
後
藤
総

一
郎
編
著
『
飯
田
・
下
伊

那
新
聞
雑
誌
発
達
史
』
の

「
南
信
新
聞
」
明
治
39
年

の
項
に
、
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

「
在
京
学
生
の
た
め
の
在

京
下
伊
那
学
生
共
同
宿
舎

は
11
月
25
日
に
開
舎
式
、

そ
し
て
30
日
に
は
落
成
式

を
迎
え
、
当
時
の
小
石
川

大
塚
町
68
番
地
に
建
て
ら

れ
た
。
こ
の
建
物
は
信
陽

舎
と
命
名
さ
れ
た
」

こ
の
寮
に
関
東
大
震
災

の
翌
年
入
寮
し
た
故
印
南

喬
氏
（
本
名
・
高
一
）
は
、

記
念
誌
で
「
私
に
と
っ
て

は
大
先
輩
で
あ
り
、
先
生

で
も
あ
る
樋
口
國
登
（
詩

人
・
日
夏
耿
之
介
）
や
市

村
繁
敏
（
河
竹
繁
俊
）
の

御
両
所
、
多
分
大
正
の
初

期
と
思
う
が
、
こ
の
舎
の

御
厄
介
に
な
っ
て
い
る
」

と
述
懐
し
て
い
る
。

◎
馬
橋
時
代

昭
和
２
年
〜
昭
和
20
年

大
塚
台
の
敷
地
を
巡

り
、
地
代
の
値
上
げ
や
借

地
期
間
の
問
題
で
紛
争
が

起
こ
り
、
杉
並
区
馬
橋
に

敷
地
を
求
め

新
屋
を
完
成

し
た
。
日
中

戦
争
、
太
平

洋
戦
争
と
続
く
中
、
出
征

し
た
寮
生
の
戦
死
者
も
で

た
。テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
菜
園

と
な
っ
た
。
当
時
の
寮
生

の
話
で
は
、
犬
を
殺
し
て

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
肉
に
し

た
そ
う
で
あ
る
。
昭
和
20

年
５
月
25
日
深
夜
の
大
空

襲
で
、
こ
の
寮
は
焼
失
し

た
。

◎
武
蔵
境
時
代

昭
和
31
年
〜
平
成
６
年

30
年
に
入
り
、
再
建
の

声
が
高
ま
り
焼
跡
地
を
売

却
。
武
蔵
境
に
邸
宅
を
買

い
入
れ
て
、
復
興
の
第
一

歩
を
固
め
た
。
一
方
、
今

後
を
考
え
、
寄
付
行
為
を

県
下
一
円
に
改
め
、
県
の

助
成
を
受
け
得
る
よ
う
に

し
た
。
こ
れ
を
機
に
新
館

増
築
が
決
ま
り
、
加
納
金

三
郎
理
事
長
が
中
心
と
な

っ
て
再
建
後
援
会
が
発

足
。
幾
多
の
困
難
を
乗
り

こ
え
て
34
年
10
月
に
落
成

し
た
。
後
に
理

事
長
を
務
め
ら

れ
る
吉
沢
武
雄

氏
は
、
苦
労
し

た
募
金
の
こ
と

で
こ
ん
な
話
を

残
し
て
い
る
。

「
加
納
さ
ん
ご

と
き
は
始
め
は
大
賛
成
の

よ
う
な
口
吻
の
某
都
会
議

員
宅
に
何
回
か
足
を
運

び
、
終
い
に
は
堪
忍
袋
の

緒
を
切
っ
て
玄
関
で
大
喧

嘩
を
し
て
き
た
。」

※
　
※
　
※
　
※

私
は
、
こ
の
武
蔵
境
時

代
に
、
５
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
が
、
協
同
生
活
の

お
陰
で
「
食
べ
物
に
好
き

嫌
い
が
な
い
」「
人
並
み

に
酒
が
呑
め
る
」
そ
し
て

何
よ
り
「
和
而
不
同
」
の

精
神
を
学
ん
だ
と
思
っ
て

い
る
。

あ
り
が
と
う
。
信
陽
舎
。

資
料
渉
猟
余
話
そ
の
40

追
憶
の
信
陽
舎

下
平
　
肇

2005年に発行された記念誌


